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空間デザイナーの思想とデザイン空間の実現に関する研究＊





The author examined the association between Dow Jones Industrial Average and realization of designed 
space. As a result of investigation, the author confirmed a strong correlation. The master architects published 
their imaginary designed space drawings for the recession period and actually built it for the economical boom 
period. In the recession, except the information technology age as now, space designers should broadcast their 
imaginary designed space by pre-made walk-through movies from video-sharing websites such as YouTube; 










図 1 　クライアントが建築に求める価値観 図 2 　デザイン作品を残す価値観
もとより、建築設計コンペによって、建築家等の空間デザイナーが、クライアントの顔色をう
かがうことなく受注を果たすことは可能とされているが、現実には、官選審査員の裁量次第であ


















国立情報学研究所（NII）の Web サイトから、論文情報ナビゲーター CiNii Search、学術研究デー












～2010年のダウ平均株価の推移と関連付けて論考を試みる。ここで、ダウ平均株価は “6A Sampled 
History of The Dow Jones Industrial Average, From 1900 to The Present” の Web サイトによった。URL
は http://www.nyse.tv/dow-jones-industrial-average-history-djia.htm である（2010年 ９ 月）。
2 ． 調査・検討内容
1）ル・コルビュジエのケースのスタディ















図 3 　ファレ邸 図 4 　ドミノ・システム 図 5 　ベニュス邸
1９26年の著書「機械時代の建築」（Architecture d’époque machiniste）でドミノ・システムを応用
した「近代建築の 5 原則―ピロティ・屋上庭園・自由な平面・水平連続窓・自由な立面」を唱えた。
その思想は1９2９年着工の代表作サヴォア邸（Villa Savoye、図 6 ）のデザイン空間として実現した。
図 6 　サヴォア邸
1９27年の国際連盟会館のコンペでは当初当選した案（図 7 ）が当選取消しとなり18）、その理論づ











ンディガールで都市のデザイン空間を実現した（図11）。また1９33年の CIAM 第 4 回会議ではル・
コルビュジエが主導して機能的都市をテーマにアテネ憲章を採択し23）、建築家ルシオ・コスタ（Lucio 
Costa、1９02～1９９8）による1９56年のブラジリア新首都のデザイン空間実現に結び付けた。






















































ト建築図面集」（Ausgefuhrte Bauten und Entwurfe von Frank Lloyd Wright）をドイツのヴァスムート
（Ernst Wasmuth）社から発行した（図21）。これはヴァスムート・ポートフォリオと呼ばれ、ヨー
ロッパのモダニズム建築に大きな影響を与えた36）。他の 2 巨匠より20歳も長老のフランク・ロイド・





























展」45）（Deconstructivist Architecture Exhibition）で紹介した、フランク・ゲーリー（Frank Owen 
Gehry、1９2９～）、ピーター・アイゼンマン（Peter Eisenman、1９32～）、レム・コールハース（Rem 
Koolhaas、1９44～）、ベルナール・チュミ（Bernard Tschumi、1９44～）、ザハ・ ハディド（Zaha 
Hadid、1９50～）、ダニエル・リベスキンド（Daniel Libeskind、1９46～）コープ・ヒンメルブラウ設









図26　錯乱のニューヨーク 図27　ゲーリー自邸 図28　ラ ･ ヴィレット公園
1９8９年にピーター・アイゼンマンがオハイオにウェクスナ芸術センタ（Wexner Center for the 
Arts、図2９）、フランク・ゲーリーがドイツのヴィトラ・デザイン・ミュージアム（Vitra Design 
Museum in Weil am Rhein､ 図30）のデザイン空間を実現するに至り、脱構築主義の空間デザインが
本格化した。
図29　ウェクスナ芸術センタ 図30　ヴィトラ・デザイン・ミュージアム
1９９3年にはザハ・ハディドはヴィトラ社工場（Feuerwache für das Vitra-Werk in Weil am Rhein、
図31）の空間デザインをドイツで実現し、その成果が2004年の女性初のプリツカー賞受賞に結実し
た。1９９6年にはベルナール・チュミが著書「建築と断絶」（Architecture and Disjunction）で、レム・


















ドイツにファエノ科学センタ（Phæno-die Experimentierlandschaft, ein Wissenschaftsmuseum、図3９）を、



























































2 ） 日経アーキテクチュア編集部：建築家であること―建築する想いと夢、日経 BP 社、p16－18、2003
 →安藤忠雄談「開発者も住民も都市の景観には責任を持つ必要がある」
3 ） 前掲書 1 ）、p50－52、p72－73
 →山本理顕は豊洲公団住宅の玄関の扉を鉄からガラスに変え、居住空間の閉鎖性を打破しようとした。




















 →「スコピエ計画コンペで一等をとったが、行ってみたら、国連方式で二等案他の 4 チームの混成で、いかに
僕たちのデザインが無くなっていくかを見る羽目になった」
11） 磯崎新：建築の解体―1９68年の建築情況、美術出版社、p2９９、1９75
12） 馬場璋造：こんな建築家になれるか、王国社、p 4 － 5 、2004





16） 木村正彦：国内建設市場の景気動向指数による分析手法の 1 考察、日本建築学会第22回建築生産シンポジウム
論文集、p127－134､ 2006
17） 越後島研一：ル・コルビュジエ DVD-BOX 封入ブックレット、レントラックジャパン、p 8 、2006
18） 前掲書 ９ ）、p23
1９） Sigfried Giedion、太田實訳：新坂「空間・時間・建築」、丸善、p612－620、2002












28） Jeannine Fiedler, Peter Feierabend: BAUHAUS, Ullmann Press, p219, 2007
2９） 同上、p222














 →ライトが1９05年以降の 7 度の来日等で収集した膨大な量の浮世絵は、ニューヨークの美術商に 1 枚売ると 1
ケ月暮せたという。
38） 前掲書35）、p121－1９4
 →1９14年 8 月タリアセンは放火され炎上し愛人メイマと 2 人の子供が殺害された。1９22年最初の妻キャサリン
との離婚が成立し翌年ミリアムと結婚するが、1９25年タリアセンが再度炎上し、1９26年には愛人オルギヴァナ
を別の州に連れ出してマン法違反で投獄される。同年10月に破産を宣告され1９28年 1 月にタリアセンも売却さ
れた。友人と親族が会社を設立してタリアセンを買い戻し、同年 8 月にオルギヴァナと結婚、 ９ 月には 3 年ぶ
りにタリアセンに戻り、アリゾナの資産家チャンドラーから大型リゾートホテルの仕事を受注した。
3９） Donald Leslie Johnson: Flank Lloyd Wright versus America The 1930s, The MIT Press, p234, 1994
40） Flank Lloyd Wright 著、Edgar Kaufmann 編、谷川正己訳：ライトの建築論、彰国社、p10、1９70
 →落水荘のクライアントで「カウフマンズ百貨店」の社主でライトの弟子エドガー Jr. の父でもあったカウフ
マンはライトの思想に深く共鳴し、その研究者としてライトの建築論選集を発刊するまでに至った。
41） 前掲書35）、p74－78
42） Frank Lloyd Wright、三輪直美訳：有機的建築―オーガニックアーキテクチャー、筑摩書房、p134、200９
43） 前掲書35）、p220－221
 →一時は美術館の建設すら危ぶまれたが、計画がはじまって13年目にようやく着工に漕ぎつけた。
44） Julia Meech: Frank Lloyd Wright and the Art of Japan – The Architects Other Passion, Harry N. Abrams Press, p21, 2001
45） 隈研吾：グッドバイ・ポストモダン―11人のアメリカ建築家、鹿島出版会、p187、1９8９









4９） 前掲書 5 ）、p61－67、2008
 →ラ・ヴィレットのコンペ審査で審査員の磯崎新はコールハース案を推したことが語られている。
50） Rem Koolhaas, S M L XL: Second Edition, Monacelli; Subsequent 出版、p604、1９９8
































64） 日経アーキテクチュア編：NA 建築家シリーズ02「隈研吾」、日経 BP 社、p15９、2010
 →宮台真司「英語でいう architecture っていう概念がいわゆる箱を含めた物理的空間からコンピュータプログラ
ムへと拡張されてきたのが今という時代です。」
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図 3 　From the Galerie Taisei Website, “Villa Fallet”
図 4 　From 参考文献25）、p20－21、“Maison Dom-ino”, Copyright (C) Fondation Le corbusier
図 5 　 From Jacques Barsac 監督 Le Corbusier 生誕100年記念伝記映画 Le Corbusier（レントラックジャパン社刊）
DVD からキャプチャ “Villa Besnus”
図 6 　From the Wikimedia Commons “The Villa Savoye in Poissy” Photograph by Valueyou
図 7 　From 参考文献 5 ）、p17、“国際連盟案　大会議室断面”、Copyright (C) Fondation Le corbusier
図 8 　From BBC – The Open Univercity Website, “CIAM”
図 ９ 　From 参考文献24）、p156、fig９1“300万人の現代都市”、Copyright (C) Fondation Le corbusier
図10　 From John Peter 著 Oral History of Modern Architecture、N. Abrams 出版、p142、“Voisin plan”, Copyright (C) Fon-
da tion Le corbusier
図11　From the Wikimedia Commons, “Chandigarh Secretariat”, photographer duncid
図13　From essential-architecture.com, Bauhaus site “Weissenhof Siedlung in Stuttgart (1927)”
図14　From the Wikimedia Commons, “Barcelona Pavilion 2006”, photographer Siehe unten
図15　From the Wikimedia Commons, “Villa Tugendhat”, photographer Daniel Fišer
図16　From American-Architecture. Website, “A winter view of the Farnsworth house in 1971”
図17　From 参考文献30）、p35、“Wettbewerb Hochhaus Friedrichstraße, Berlin”
図18　From 参考文献30）、p37、“Hochhaus an der Friedrichstraße, Modell nach Entwurf”
図1９　From the Wikimedia Commons, “860–880 Lake Shore Drive Chicago”, photographer JeremyA
図21　 From The University of Utah, Marriott Library Digital Collections, Browsing items in Complete online access to “the 
100 Wasmuth portfolio lithographs.”
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図22　From the Wikimedia Commons, “V.C. Morris Gift Shop”, photographer Jet Lowe
図23　From the Wikimedia Commons, “First Unitarian Meeting House”, photographer Motorrad-67
図24　From the Wikimedia Commons, “Guggenheim Museum in Manhattan”, photographer Finlay McWalter
図26　From 参考文献47）、p1９９､ fig8９
図27　From NETROPOLITAN Museum Without Walls website, “Gehry Residence”
図28　From the Wikimedia Commons, “A folly in Parc de la Villette”, photographer Saucemaster
図2９　From the Wikimedia Commons, “Wexner Center Gridwork”, photographer Brad Feinknopf
図30　From the Wikimedia Commons, “Vitra Design Museum, rear view”, photographer Sandstein
図31　From the Wikimedia Commons, “Vitra company fire station”, photographer Sandstein
図34　From the Wikimedia Commons, “Guggenheim Museum Bilbao” photographer MykReeve
図35　From the Wikimedia Commons, “Der Gasometer B in Wien-Simmering”, photographer Andreas Pöschek
図36　From the Wikimedia Commons, “JewishMuseumBerlinAerial”, photo by Studio Daniel Libeskind
図37　From the Wikimedia Commons, “Disney Concert Hall”, photographer Carol M. Highsmith
図38　From the Wikimedia Commons, “Seattle Central Library”, photo by DVD-RW (HN)
図3９　From the Wikimedia Commons, “Phaeno Wolfsburg”, Originator Ingo2802 (HN)
図40　From lectrosonics website, “University of Phoenix Stadium”, photo by lectrosonics
図43　From checkonsite website, “dee-and-charles-wyly-theatre”
